
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年６月１９日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．平成２６年度 ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先進的研究拠点）が決定 

２．資生堂女性研究者サイエンスグラント受賞者の研究発表 

３．第７回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇の開催について 

   ４．「蔵王でミニワールド体験－国際交流実践講座」を実施 

 

  お 知 ら せ   

１．理学部「小さな科学者・体験学習会」を開催 

２．理学部「サイエンス・サマースクール」を開催 

３．理学部「ひらめき☆ときめきサイエンス」を開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年７月１日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 
 

プレス発表資料               
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平成２6年度ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先端的研究拠点）が決定 
 

  山形大学では、国際的に通用する高い水準にある研究拠点や、研究成果が社会、地域に大きく貢献

する研究拠点を重点的に支援するとともに、将来、そのような拠点となり得る研究グループを発掘し、

育成することを目的として、ＹＵ－ＣＯＥ形成支援を行っています。 

平成２６年度は、ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）４件とＹＵ－ＣＯＥ(Ｅ)１３件（新規３件を含む）の研究グ

ループへの支援を決定しました。 

 
◆ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）[S=Super] 

大型の競争的資金を獲得するなど、外部からすでに拠点として認められている研究グループ 

  研  究  拠  点 拠点リーダー 備  考 

１ 総合スピン科学 理学部・教授 岩田 高広  

２ 分子疫学 医学部・教授 嘉山 孝正 H21 年度から継続 

３ 有機エレクトロニクス 理工学研究科・教授 飯塚 博  

４ 山形大学ナスカ研究所 人文学部・教授 坂井 正人 H25 年度から継続 

 

◆ＹＵ－ＣＯＥ（Ｅ）[E=Exploratory] 新規分 

将来、国内外の先進的研究拠点となる可能性を有すると認められる研究グループ 

  研  究  拠  点（拠点リーダー） 研究活動の目標 

１ 
次世代自動車用プラスチック素材加工研究拠点 

（理工学研究科・教授・伊藤 浩志） 

次世代の自動車及び移動体車両用のプラスチ

ック・ソフトマテリアル、複合材料に関する新

たな機能材料、最先端成形加工技術により、そ

の素形材を研究・開発することを通して、東北

地方、地域に根ざした新たな「ものづくり」研

究拠点を形成する。 

２ 

有機ＩＣＴシステム研究拠点  

～ヘルスケア／ライフケアシステムの実現に向けて 

（理工学研究科・准教授・横山 道央） 

有機トランジスタと有機センサから得られる

生体情報をクラウドコンピューティングによ

り分散的に収集・蓄積・管理し、得られた異種

データ群から特徴抽出・複合解析し、ヘルスケ

ア／ライフケアに資する有意義な情報として

ユーザーに還元するシステムを開発する。 

３ 

国際最先端バイオマテリアル設計医工学・産学連携 

研究拠点 

（理工学研究科・教授・田中 賢） 

医療製品が実際に使用される環境にフォーカ

スした高感度計測技術をもとに、医療製品開発

の根本に関わる、生体親和性材料の設計指針を

明らかにし、材料設計技術の開発を行う。 

 

（お問い合わせ） 

 企画部研究支援課（沼澤・髙橋） 

    電話：０２３（６２８）４８４５ 
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資生堂女性研究者サイエンスグラント受賞者の研究発表 

本学大学院理工学研究科 宮瑾(ぐんじん)特任助教が、資生堂 第７回女性研究

者サイエンスグラントを受賞し、６月１３日に授賞式がありました。今回の受賞

の決め手となった研究テーマについてご紹介します。 

 

１．資生堂女性研究者サイエンスグラントについて 

 優秀な女性研究者の研究活動を支援し、指導的女性研究者の育成と奨励のために

2007年度に設けられた資生堂の研究助成制度。自然科学分野の幅広い研究テーマ（理

工科学系・生命科学系全般）を対象に、毎年10名の女性研究者が受賞。 

助成金額：100万円／１件 

助成期間：2014年6月～2015年5月 

 

２．受賞内容  

 受 賞 者：大学院理工学研究科 宮瑾(ぐんじん)特任助教 

研究分野：高分子科学 

受賞研究テーマ：眼内レンズへ応用可能なスマートゲル材料の開発 

（透明度を制御できる形状記憶ゲルの開発と眼内レンズへの応用） 

 

３．今後の展開 

 近代、白内障・眼内レンズ挿入手術は米国で年間約290万眼、ヨーロッパでは300

万眼、日本では約90万眼以上(2009年現在)行われており、全世界で最も大量に行わ

れている人工臓器移植手術です。本研究が成功すれば、世界初のスマートゲル眼内

レンズの実現が可能となり、手術をより行いやすく、同時に患者さんの負担をより

軽減できるようになります。日本を含め、世界中およそ5,400万人の白内障患者の幸

せに役に立つことになると思います。 

 

 

 

 （お問合せ先） 

理工学研究科・宮 瑾 

電話 0238-26-3218 
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provide in excess of 
20% stroke without 
hys te re s i s  w he n 
powered electrically 
or by using hot liquids 
such as water. More 
than a million cycles 
of reversible tensile 
actuation have been 
performed without 
a signif icant loss 
o f  p e r fo r m a n c e . 
Torsional muscles 
t h a t  c a n  m o v e 
heav y loads and 
o p e r a t e  f r o m 
ambient temperature 
gradients have also 
been shown. Such 

muscles can be woven into braids and fabrics 
to produce smart textiles and actuating 
fabric. Demonstrations include torsional and 
tensile muscles exhibiting large stroke and 
giant force performance.

ViviTouch HD Feel enables 
advanced and multi-
dimensional communication 
through touch
Dirk Schapeler, ViviTouch, A Bayer Brand 
(United States)

 

An EAP stacked actuator will be demonstrated 
that is smaller than a thumb tack that is easily 
integrated as wearable devices and unique 

spaces. It can be used as a bracelet or line 
clothing, in trigger buttons or thumb sticks, 
in a game controller for direct contact with 
skin as well as individually controlled haptic 
feedback zones. The device provides high 
definition feel with a broad spectrum of 
haptic effects having silent operation and 
without any audible buzzer.

Smart gel Robotics with 
flexible and transparent 
shape memory gel (FT-
SMG)
Jin Gong, Hidemitsu Furukawa, 
Yamagata Univ. (Japan)

A smart varifocal lens is designed with 
flexible & transparent shape memory gel (FT-
SMG), which freely adjusts the focal length 
based on simple mechanism of changing 

water pressure inside. Except for a soft eye 
of a robot, we have also developed other 
FT-SMG gel for robots including soft touch 
paper and soft skin finger.

A Massaging Sleeve for 
Prevention of Lymphoedema 
using Artificial Muscles
Geoffrey M. Spinks, Sina Naficy, Javad 
Foroughi, Gordon Wallace, Gursel Alici, 
Julie R. Steele, Julia Fellows, Philip 
Clingan, Univ. of Wollongong (Australia).

A woven sleeve powered by artificial muscles 
is being developed to massage patients’ 
arms as a means for the prevention and 
/ or treatment of breast cancer-related 
lymphoedema (BCRL). About one third of 
women newly diagnosed with invasive breast 
cancer will develop BCRL or swelling of the 
arm caused by the build-up of lymphatic 
fluids which leads to heaviness, swelling and 
discomfort for patients. The collaborative 
project draws on severa l  research 
strengths – from materials engineering, 
robotics, biomechanics and medicine. The 
demonstration will utilize artificial muscles 
developed with our collaborators at the 
University of Texas at Dallas; University of 
British Columbia; Hanyang University; and 
Namik Kemal University.

High speed silicone DEAs
S. Rosset, S. Araromi, A. Poulin, L. 
Maffli, J. Shintake, H. Shea, École 
Polytechnique Fédérale de Lausanne 
(Switzerland)

µm- to cm-scale dielectric elastomer 
actuators will be presented. Processes to 
manufacture DEAs were developed with a 
high quality and reliability. Llarge area silicone 
membrane casting and precise patterning 
of electrodes allows producing small-scale 
and robust DEAs with a high yield. Different 
functioning devices will be demonstrated, 
such as a 4 fingers multi-segment gripper, 
seen in the photo grabbing a mockup of 
EPFL’s SwissCube. This DEA-based gripper 
is a soft-actuator candidate to be mounted 
on CleanSpace One, the EPFL’s next satellite 
whose task is to demonstrate the possibility 
of orbital debris removal by capturing 
and deorbiting the now-decommissioned 
SwissCube [http://space.epfl.ch/page-
61745-en.html]. 

Carbon-based tensile and 
torsional artificial muscles
Carter S. Haines, Marcio D. Lima, Ray H. 
Baughman, Alan G. MacDiarmid, Univ. of 
Texas at Dallas (United States)

Carbon-based artificial muscles have been 
designed to provide fast torsional and tensile 
actuation. In tension, these muscles can 
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ゲルで眼球レンズをつくる
― 透明形状記憶ゲルを用いた
焦点距離可変レンズ

冒頭図　上段：焦点可変ゲルレンズG―stylesの焦点距離調整実験
　　　　　　　（a）無水圧状態（平面状態）でレンズが薄いため，焦点距離が長くなり，「画」は小さくみえる
　　　　　　　（b）加水圧状態でレンズが厚いため，焦点距離が短くなり，「画」は大きくみえる
　　　　下段：レーザー光屈折実験結果
　　　　　　　（c）無水圧状態，（d）加水圧状態

（a） （b）

（c）

（d）
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古川 英光　Hidemitsu Furukawa 

山形大学 大学院理工学研究科 教授

1996年，東京工業大学理工学研究科博士後期課程修了（博
士（理学））。同年，東京工業大学工学部助手。2004年，北
海道大学大学院理学研究科助教授。2009年，山形大学大学
院理工学研究科准教授を経て，2012年より現職。専門は，
ソフト＆ウェット材料工学。受賞歴に，M&M若手研究者の
ための国際シンポジウム（日本機械学会）優秀講演表彰
（2009），科学計測振興会賞（2010）。

　ヒトの眼の光学系を構成する水晶体
の含水率は66％，硝子体の含水率は
99％にも達する。両方ともソフトかつ
ウェットなゲル状組織であり，変形し
ても破壊されることなく鮮明な映像を
網膜に映しだす，生きている光学レン
ズといえる。眼のレンズの優れた特徴
はソフトで変形が可能であり，変形に
よってレンズの厚みを変更することに
より，焦点距離を調整している点であ
る。遠いものをみるときは，水晶体は
通常時より薄く，焦点距離が長くな

り，網膜に映る像は小さくなり，物は
小さくみえる（図1（a））。近いものを
みるときは，水晶体は通常時より厚
く，焦点距離が短くなり，物は大きく
みえる（図1（b））。普通の光学レンズ
は眼のレンズとは違い，自身の変形機
構をもたない。そのため光学系の焦点
を調節するには，レンズの枚数を増や
したり，レンズ間距離をかえたりする
必要があり，光路は複雑かつ長距離と
なる。
　現在，水晶体を損傷した場合の治療
には，変形しない硬質プラスチックな
どからつくられたハードな眼内レンズ

が用いられているが，術後のQOL向
上には変形による焦点調整が可能で生
体適合性の高いソフトな眼内レンズが
必要とされている1）。しかし，普通の
光学レンズ系では，生体適合性がな
く，小型化も難しい。医療における新
しい眼球治療法を開発するため，私た
ちの研究グループでは，生体軟組織と
類似の性質をもつゲルを用いて，眼の
機構を模倣し，簡単かつ小型な可変焦
点光学素子の開発を提案した。

　私たちの体は骨や歯などの硬組織を
除くと生体の組織はすべて水を含んだ
ゲルで形づくられている。ゲルはソフ
トでウェットな物質であり，生体模倣
の材料として適している。2001年以前
は，ゲルは力学的強度の不足という決
定的な弱点があったため，眼を模倣す
る光学素子として使用できなかった。
ところが2001年以降，高強度ゲルが相
次いで開発された2）‒4）。私たちのグルー
プでも2011年には丈夫でかつ透明な相
互架橋網目（ICN：Inter Crosslinking 

Network）ゲル5）‒7）や，形状記憶ゲル
（T―SMG：Transparent shape memory 図1　ヒトの眼の焦点調整機構

宮 瑾　Jin Gong 

山形大学 大学院理工学研究科 特任助教

2005年，中国鄭州大学大学院材料学研究科修士課程修了後
日本に留学。2008年，岡山大学大学院環境学研究科博士課
程修了。2012年より現職。専門は，ソフト材料，構造物性
解析，合成

水晶体
含水率 66％

硝子体
含水率 99％

遠くをみる状態 （a） 

近くをみる状態  

眼球は 
光を操る 
生体ゲル 

（b） 
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gel）の開発に成功した8）‒11）。
　T―SMGは2種類のモノマー，N,N―
ジメチルアクリルアミド（DMAAm）
とアクリル酸ステアリル（SA）から
UVラジカルバルク共重合により合成
された。架橋剤にはN,N′―メチレンビ
スアクリルアミド（MBAA），反応開
始剤にはベンゾフェノンを用いた。T

―SMGは60 wt％程度の含水率と同時に
10～25MPaの圧縮破断強度を有し，
常温で透明である（図2）。T―SMGは
親水性のDMAAmと疎水性のSAの共重
合体を架橋したものであり，含水率が
60 wt％前後でありながらもSA側鎖同
士が疎水性相互作用により結晶構造を
形成している。
　T―SMGは約50℃を境にして結晶の
融解が起こり，それに伴って力学特性
が大きく変化する。低温では，ゲルは
秩序構造をとっているため硬く，加熱
するにつれSA側鎖の結晶融解が起こ
り，ゲルのヤング率が急激に低下する
と同時に素早く元の形に戻ろうとする

（形状記憶特性）。この現象は可逆的で
あり，主鎖の破断などが起こらない限
り何度でも再現可能である。通常のゲ
ルのマクロな形態変化は膨潤・収縮と
いう可逆変化で起こり，溶媒の吸収・
放出が拡散によって支配されており，
形状の変化は数mmの厚さのゲルでも
数時間かかることがあり非常に遅い。
図2のT―SMGの場合は，戻るのにかか
る時間はたった数秒である。このよう
なT―SMGの応答性の速い形状記憶特
性と高透明性を利用して，可変焦点ゲ
ルレンズ（Varifocal gel lens）の開発
を行った8）9）。

　可変焦点レンズとは，レンズ自体が
変形したり屈折率をかえたりすること
で被写体を拡大することができるレン
ズである。図3に示すように，2枚の
ゲルフィルムを設計した装置に固定
し，内部の水圧をかえることでゲル
フィルムを変形させ焦点距離を操作す
るという機構（形状変態柔軟ゲルレン
ズ埋め込みシステム，G―Styles：Gel 

Shape―Transformable Yielding―Lens 

Embedded System）を考案した9）。T―
SMGは厚さ1 mmのフィルムから径
45 mmの円状に切りとり使用した。ゲ

図2　T―SMG（長さ50 mm）

図3　焦点可変ゲルレンズG―Styles

水注入口

長い 短い焦点距離
(a) (b)

放出 注入水

T―SMGフィルム 水 スペンサー 
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ルフィルムを固定するための装置は径
60 mm，ゲルフィルムを固定する部分
は径45 mmのアクリル樹脂で内部は面
取りを行いフィルムの破損を防ぐ構造
になっている。また，下部品には溶液
注入時に密封されるのを防ぐため，注
入口，通気口をあけた。通気口は溶液
で満たしたあとに閉じることができ
る。2枚のゲルフィルムの間にシリン
ジで溶液を入れるため円状に切ったシ
リコンスペーサーをはさんだ。上部品
と下部品は固定するためにねじ2つを
用いて固定した。
　製作した装置を組み立て，「画」と
いう文字をみる実験を行った（冒頭図
（a）（b））。観測は「画」からレンズ中
心までの距離を5 mmとし，PCで制御
可能なシリンジポンプで水注入／排出
を行った。冒頭図（a）は無水圧状態
（平面状態），冒頭図（b）は加水圧状
態である。内部の水圧をかえることで
ゲルフィルムを変形させ焦点距離を容
易に調整できることを確認した。T―
SMGは加熱した状態での変形性が非
常に大きいため，広範囲で焦点調節が
できる。また，T―SMGの形状記憶性
を用いて焦点距離を固定できる。すな
わち，レンズを加熱し水を注入／排出
して，形状をかえたあと，低温にして
固定化すると，可変焦点レンズ内を無
加圧状態としても，形状は変化しな
い。シリンジを取りはずした状態でも

焦点距離がかわらないことを確認し
た。
　続いて，T―SMGの可変焦点ゲルレ
ンズを用いたレーザー光屈折実験を
行った。無水圧状態ではそのままレー
ザー光は通り（冒頭図（c）），水を注
入するにつれ屈折角が大きくなり冒頭
図（d）のようになった。これにより，
T―SMGを用いた焦点可変レンズG―
Stylesは非常に優れた機能をもつこと
を確認することができた。さらに，こ
の焦点操作は繰り返し行うことが可能
である。G―Stylesは流体を注入するこ
とで焦点調節を行う。今回は水を用い
て焦点調節を行ったが，中に注入する
流体を屈折率の異なる流体を用いるこ
とでさらに広い範囲の焦点調節が可能
になる。

　本研究ではゲルを用いた光学素子，
特に生体へ応用できる変形可能なレン
ズの開発を目標として試行錯誤を繰り
返し，T―SMGゲルフィルムを用いた
可変焦点レンズG―Stylesの開発に成功
した（特許出願中）。スマートな光学
素子G―Stylesは変形に強く，リアルタ
イムでの焦点調節が可能であり，新し
いデバイスとしても優れている。今後
は，固定部分の省略や，T―SMGゲル

フィルムの表面に凹凸をつくることに
よる乱視レンズの開発を目指すが，そ
れらもさまざまな応用に向けた新しい
シーズとなりうる。G―Stylesは高含水
率の合成ゲルを用いており，生体適合
性にも優れていると予想される材料を
選んでいる。したがって，本研究の成
果は新しい光学系への応用にとどまら
ず，医療における新しい眼球の治療法
の開発にもつながると期待している。
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第７回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇の開催について 

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業と

して、９月７日（日）に、第７回山形大学高校生朗読コンクールと群読劇「走れ

メロス」を開催します。 

◆概要 

 このプロジェクトは、平成２０年度に始めた「山形大学高校生朗読コンクール」と同

時に、群読劇を上演するという内容で、平成２４年度から開催しています。東北の未来

を考えるために、東北に生まれ、東北に根ざした宮沢賢治と太宰治の作品を、東北の人

びとが中心となって東北の地で表現するという催しです。 

 
 日 時：９月７日（日） １３時～１７時  

第一部：山形大学高校生朗読コンクール 

第二部：群読劇「走れメロス」 

場 所：山形市中央公民館多目的ホール（山形市七日町一丁目2番39号 アズ七日町6階） 

 

◆朗読コンクール 

・東北６県の高校生を対象として６月３０日まで出場者を募集し、山形大学教員からな

る予選審査委員会が録音データを審査します。 

 ・予選を通過した１０名前後が、岩手県出身の作家宮沢賢治の『注文の多い料理店』（新

潮文庫版）に収録されている童話の中から、それぞれ異なる部分を朗読します。 

・本選では、上位３名を山形大学学長賞として表彰します。 

 

◆群読劇 

 ・太宰治の名作「走れメロス」を題材とした群読劇（集団での朗読を主体とした劇形式）

です。 

 ・群読劇「走れメロス」は、酒田市出身の演出家 佐藤正文氏が演出を担当、俳優の磯

部勉さん、女優の大西多摩恵さんの２名をお招きし、山形の一般市民と子どもたち、

山形大学の学生およそ３５名が一体となって舞台をつくります。 

 

 

 

 （お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント部社会連携課 

  電話：023-628-4016 



山形市中央公民館  
     多目的ホール 
 （山形市七日町一丁目2番39号  
           アズ七日町6階） 

ご入場には、入場券が必要です。 
 ※入場券のお申込は裏面をご覧下さい。 

受付開始： 平成26年7月1日（火） 

第7回山形大学 
高校生朗読コンクール 

入場方法 

国立大学法人 山形大学 
ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 社会連携課 
 
〒990-8560 山形市小白川町1-4-12   
TEL 023-628-4016 
※電話によるお問い合わせは 
   平日9：00～17：00にお願いします。 

申込・問合せ先 

日 時 

主催： 国立大学法人    山形大学 

平成26年9月7日（日）   

 13：00開場 13：30開演 

       （終演予定17：00） 

会 場 

群読劇 

300名様 
無料招待 

群読劇出演者 

磯部 勉 大西 多摩恵 

群読隊 山形の子どもたち・一般市民・
山形大学生 約35名 (photo：江森康之) 



山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」 

【出演者プロフィール】 

磯部 勉（いそべ・つとむ） 
 桐朋学園大学短期大学部を卒業後、劇団俳優座に
入団。シェイクスピア作品を中心に多くの舞台に出演。
俳優座以外にも清水邦夫氏の木冬社や蜷川幸雄氏な
どの作品に参加。中島貞夫監督の映画『さらば、わが
友 実録大物死刑囚たち』（1980年公開）で主人公の死

刑囚役を演じる。また今年の『軍師勘兵衛』をはじめ
NHK大河ドラマに多数出演。外国映画の吹替えではハ

リソン・フォードやメル・ギブソンなどを担当。アニメの吹
替え、ナレーションなども多数。 

大西 多摩恵（おおにし・たまえ） 
 仲代達矢氏の主宰する無名塾に１期生として入
塾。『肝っ玉おっ母と子供たち』『リチャード三世』な
どに出演。2000年の退団まで23年間在籍する。永

井愛主宰の二兎社で『時の物置』『兄帰る』や、こま
つ座『頭痛肩こり樋口一葉』、劇団東京ヴォードヴィ
ルショー『無頼の女房』、宮本亜門演出『金閣寺』な
ど多くの作品に出演。『龍馬伝』（NHK）『相棒10』
（EX系）などテレビドラマでも活躍。ＮＨＫの海外ドラ

マシリーズ『ダメージ』では主演のグレン・クローズ
の声を担当。 

【演出・出演】 佐藤 正文（さとう・まさふみ） 
                俳優・演技トレーナー。日本大学芸術学部演劇科非常勤講師（演技実習担当）。酒田市    
                生まれ。酒田東高等学校、桐朋学園大学演劇専攻科卒業。劇団俳優座を経て安部公房 
                スタジオ創立に参加。のちフリー。1979 年『仔象は死んだ』に出演、米国5 都市を巡演。                     
                俳優座 劇場プロデュース、無名塾、地人会などの公演に多数出演。1996 年コロンビア大 
                学で 開催された安部公房シンポジウムにおいて、演技術・安部公房システムを紹介。 
                1997 年シンポジウム・安部公房『演劇の仕事』及びワークショップ『安部システム』を旧メ 
                ンバーとともに主催。私塾A.T. ラボ （1985 年創立）を主宰。2004 年ギィ・フォワシィ演劇 
                コンクールに於いて演出した『ストレス解消センター行き』が最優秀賞を、2006 年には 
                『救急車』が優秀賞を、2013 年には『ストレス解消センター行き』で再び最優秀賞を受賞。    
                スターダスト・プロモーション、avex 等の芸能プロダクションで、演技レッスン担当、多数の 

                スタータレントを育てる。名古屋など地方都市でのワークショップを精力的に行う。ショに 

【朗読コンクール・群読劇について】 

山形大学高校生朗読コンクールは東北出身の作家の文章・東北を描いた作品を課題として取り上げ、
将来の東北を担う若い世代の才能を発掘します。予選を通過した高校生たちが、岩手県出身の作家
宮沢賢治の童話集『注文の多い料理店』収録作品を朗読します。また、青森県出身の作家太宰治の
代表作の一つ「走れメロス」の群読劇では、演出に酒田市出身の佐藤正文さん、出演者として磯部勉
さん・大西多摩恵さんをお招きし、山形の子どもたち、一般市民の皆さま、山形大学生およそ35名と共
に舞台を作り上げます。 

【入場券申込み方法】 300名を無料で招待します。先着順に受け付け、定員に達し次第締め切ります。 
※入場券は、以下のいずれかの方法でお申し込み下さい。 
○インターネットによる申込み （7月1日午前9時より受付開始） 

 入場券申込みホームページ  http://embml.kj.yamagata-u.ac.jp/tomosibi/ 
 にアクセスし、必要事項をご入力下さい。折り返し入場券（申込み完了メール）が届きます。 
 当日会場受付でメールのプリントアウトか、あるいはメール画面をお示し下さい。 
○往復ハガキによる申込み （7月1日到着分より受け付け） 
 往復ハガキに〈代表者氏名〉〈郵便番号・住所〉〈電話番号〉〈入場希望者氏名（代表者含め3名まで）〉  
 をご記入の上お申込み下さい。後日、返信用ハガキに入場券を印刷してお送りします。 
 ※個人情報については、受付、入場券発送のみに利用いたします。 

申込みHP 
(QRｺｰﾄﾞ) 

ともしび 

【タイムスケジュール】 

第7回山形大学高校生朗読コンクール 
群読劇 「走れメロス」 
コンクール結果発表・表彰式 

13:30   第一部 
15:00ごろ 第二部 
16:30ごろ 第三部 

～童話集『注文の多い料理店』収録作品～ 
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「蔵王でミニワールド体験－国際交流実践講座」を実施 

 

グローバル社会に対応する取り組みの一つとして、山形大学に山形大学のサテライト

がある中国、ベトナム、インドネシア、ケニア、ペルー、ラトビア、タイ（予定）の７

カ国から留学生を10日間程度受け入れ、山形大学生が相互理解を深める「蔵王でミニワ

ールド体験－国際交流実践講座－」を実施します。 

 

このプログラムは、各国の事情、文化、習慣等の違いについて相互理解を深め国
際感覚を養い、様々な交流活動を通してコミュニケーション能力の向上を図るもの
です。今年度で３回目の実施となりますが、本年度は、基盤教育科目の集中講義と
しても開講し、学生の一部は単位を取得することできるようになりました。 

 
なお、山形大学では、留学生を受け入れていただくホームスティ先の募集を予定

しております。ご家庭でも異文化交流を体験してみたいという方、ぜひ国際交流室

までご一報ください。お待ちしております。 
 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学教育・学生支援部 

 国際交流課国際交流室 

 迎田、星 

電話 023-628-4118 



平成２６年度「蔵王でミニワールド体験－国際交流実践講座－」実施要項 

 

１ 目的 

   グローバル社会を生きる私達は、諸課題を地球規模で把握することや、他国の人々との相互

理解が不可欠であり、多くの国の文化や歴史及び習慣を学び、諸外国及び諸外国人を多面的に理

解する必要がある。このためには、海外から留学生を受入れることや海外に留学することは重

要な取り組みの一つである。このようなグローバル社会に対応する試みとして、山形大学の海

外サテライトがある中国、ベトナム、インドネシア、ケニア、ペルー､ラトビア、タイ（設置予

定）の７ヵ国から留学生を今夏山形大学に招待し、山形大学生が相互理解を深める短期留学生受

入プログラムを実施する。 

２ 事業内容と受入期間等 

  山形大学の海外サテライトから留学生を約１０日間、山形大学に受け入れる。これら留学生に

山形を紹介するとともに、日本文化、日本事情及び日本の科学技術を紹介し、山形大学への関心

を高める。一方、山形大生も参加して各国の学生がお互いの国の事情などを相互に理解するため

のプログラムを小白川キャンパス及び蔵王山寮で実施する。また、留学生のホームステイ先とし

て地元の皆様にもご協力をお願いし、地域と連携した国際交流を実施する。 

  短期留学生の募集に当たっては、上記７ヵ国サテライトを活用して行う。 

  受入期間は、８月２６日～９月４日とする。 

３ 受入対象留学生（予定） 

  学部学生 ①ベトナム：ハノイ農業大学 ３人、カントー大学 ２人 

   及び  ②中国：延辺大学 ３人 

  大学院生 ③インドネシア：ガジャマダ大学 ２人 

       ④ケニア：ジョモケニヤッタ農工大学 ２人 

       ⑤ペルー：カトリカ大学 ２人 ラモリーナ農業大学 ２人    

       ⑥ラトビア：ラトビア大学 ２人 

       ⑦タイ：チェンマイ大学 ２名               計 ２０名 

４ 単位（単位取得者のみ該当） 

  小白川キャンパスの基盤教育科目としても開講するので、単位が付与される。よって、医・工

・農学部の学部２年生以上及び大学院生へは付与されない。 

５ 山形大学生の参加申込みと費用支援 

 ・山形大生の参加定員は２０名とし、単位取得者を優先し申し込み先着順とする。 

 ・申込み締め切りは６月３０日（月）とするが定員になり次第、締め切りとする。 

 ・蔵王山寮宿泊分も含めて交通費、宿泊費、飲食費等は、個人負担とする。ただし、プログラム

による交通費、見学料等は、大学負担とする。 

６ 留学生支援内容 

  山形大学は、往復の航空賃（ビザ申請料は含まない）の全額並びに滞在費の一部を負担する。 

７ 日程、プログラムの概要（予定） 

  ８月２６日 (蔵 王 山 寮) 開講式・オリエンテーション 

   ～２９日         各大学によるプレゼンテーション・グループディスカッション 

  ８月３０日 （ホームステイ）日本文化体験 

   ～３１日 

    ９月 １日 (小白川キャンパス/山形市内)日本語学習・山形放送見学等 

   ～ ３日                           感想発表会・送別会 

  ９月 ４日（小白川キャンパス） 閉講式  



２０１４年度 山形大学支援国際交流プログラム 

山形大学海外サテライトのある７か国の学生を８月に招待 

中国サテライト 

インドネシアサテライト 

山形大学 

8ヶ国40名の学生が参加予定 

日本：20名        ベトナム： 5名 

ペルー：4名         中国：3名 

インドネシア：2名   ケニア：2名 

ラトビア：2名     タイ：2名 

活 動 内 容 
 1. 各国の文化、歴史、政治の相互理解 
 2.   各大学、大学生生活の紹介 
 3. 花笠などの日本文化体験 
 4. 日本語学習、日本事情講義、科学技術紹介 
 5.  ホームステイ 

ベトナムサテライト 

ケニアサテライト 

ペルーサテライト 

タイサテライト（予定） 

ラトビアサテライト 
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山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．理学部「小さな科学者・体験学習会」を開催 

この事業は、小・中学生とその保護者を対象に、演示実験や簡単な体験型実験を通して、科学の

面白さや楽しさに触れていただこうと、理学部が毎年開催しているもので、今年は２つの講座を開

催します。担当教員及び学生が丁寧に指導しますので、親子で楽しく科学に触れてみませんか？ 

『光の不思議』 

◆日 時： ７月２７日（日）１３時３０分～１５時３０分 

◆場 所： 山形県産業科学館４階発明工房（山形駅西口霞城セントラル内） 

◆講 師： 遠藤龍介 准教授（山形大学理学部物理学科） 

◆対 象： 小学４年生～中学３年生とその保護者２０組 

◆受講料： 無料 

◆申込み： ７月１４日（月）まで。申込み多数の場合は抽選による。 

 

『親子で体験！バイオロジー１２』 

◆日 時： ８月３日（日）１３時００分～１５時００分 

◆場 所： 山形大学SCITAセンター（小白川キャンパス内） 

◆講 師： 渡邉明彦 教授（山形大学理学部生物学科） 

◆対 象： 小学５～６年生とその保護者２０組 

◆受講料： 無料 

◆申込み： ７月２３日（水）まで。申込み多数の場合は抽選による。 

 

２．理学部「サイエンス・サマースクール」を開催 

この事業は、高校生を対象に、少人数でじっくり行う実験を通じて、先端科学に触れていただこ

うと、理学部が毎年開催しているもので、今年は下記の期間内に７つのコースを開催。複数受講す

ることも可能ですし、１つだけの受講でも構いません。担当教員及び学生が丁寧に指導しますので、

一日だけでも本物のサイエンスに夢中になってみませんか？ 

◆コース： ７つのコース（詳細は別添の資料をご覧ください。） 

◆期 間： ８月１日（金）～８日（金） 

◆場 所： 山形大学理学部（小白川キャンパス内） 

◆対 象： 高校生（学年不問） 

◆受講料： 無料 

◆申込み： ７月２３日（水）まで。各コース定員内で先着順。 

 



３．理学部「ひらめき☆ときめきサイエンス」を開催 

「ひらめき☆ときめきサイエンス」とは、科学研究費補助金の支援により生まれた研究成果を、

小学生などにわかりやすく伝えるために、日本学術振興会から委託を受けて実施する事業です。 

理学部が行う本講座では、私たちの身の回りにある放射線を実際に測定します。また、遠く宇宙

から降り注ぐ放射線を特別な観測装置で見てみます。担当教員及び学生が丁寧に指導しますので、

親子で楽しく科学に触れてみませんか？ 

  『見て・聞いて・測って納得！放射線』 

◆日 時： ８月９日（土）１０時３０分～１５時００分 

◆場 所： 山形大学SCITAセンター（小白川キャンパス内） 

◆講 師： 門叶冬樹 教授（山形大学理学部物理学科） 

◆対 象： 小学５～６年生とその保護者２０組 

◆受講料： 無料 

◆申込み： ７月３１日（木）まで。先着順。 

 

 

※これまでの会見定例会見でお知らせしたもので、開催がせまっているイベント 

◎平成２６年度新入生保護者の皆さまと山形大学との交流会の開催 

  山形大学をより身近な存在として感じていただくために、平成２６年度新入生の保護者の方々を

対象に、山形大学との交流会を開催します。大学運営の実情や教育・研究内容等をご紹介するとと

もに、保護者相互、本学教職員との親睦と交流を深めていただくため懇談会も開催します 

◆日 時：６月２８日（土） １３：３０～１８：００ 

◆会 場：小白川キャンパス基盤教育２号館２階講義室 

◆内 容：学長あいさつ，大学概況説明等 

     『基盤教育』について ・・・ 基盤教育院 教授 千代 勝実 

     授業紹介「現役山大新入生による基盤教育科目レポート」 

                ・・・ＥＭ部 教授 福島 真司、新入生有志数名 

    「生き物たちの生態研究を通して、僕が学生さんに伝えたいこと」 

                      ・・・農学部 教授 小山 浩正 

懇談会 

※ 希望者には、学生による小白川キャンパスツアーを実施(１１：３０～) 






















